
市
議
会
６
月
定
例
会

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
可
決

総
務
課

�
７
７
５
―

４
９
６
３

�
７
７
５
―

９
８
１
９

市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
〜
２７

日
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
３１
年
度
補
正
予
算

や
、
上
尾
市
と
伊
奈
町
が
共
同
で
進
め
る

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候
補
地
の
選

定
に
関
す
る
評
価
基
準
に
つ
い
て
、
調
査

審
議
す
る
た
め
の
検
討
会
議
を
設
置
す
る

た
め
の
条
例
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

こ
の
う
ち
市
長
提
出
の
１５
議
案
に
つ
い
て

は
、
上
尾
市
職
員
倫
理
条
例
を
閉
会
後
に

継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
た
他
は
、
全
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
可
決

さ
れ
た
補
正
予
算
に
は
、
所
得
の
低
い
人

の
介
護
保
険
料
軽
減
の
た
め
の
費
用
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。◇

６
月
２７
日
に
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

深
山
孝
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
長

深
山
孝
氏

略
歴
／
総
務
常
任

委
員
会
委
員
長
、
建

設
水
道
消
防
常
任
委

員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
。
大
字
上
在
住
、
６２
歳
。
当
選
４
回

（
彩
の
会
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

経
過
的
措
置
に
よ
る
福
祉
手
当
の

所
得
状
況
届
の
提
出
を

障
害
福
祉
課

�
７
７
５
―

５
１
２
３

�
７
７
６
―

８
８
７
２

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
措
置
に

よ
る
福
祉
手
当
の
受
給
者（
支
給
停
止
者

も
含
む
）は
、
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
は
、
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
を
審
査
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
対
象
者
に
は
、
８
月
９
日
㈮

以
降
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
【
提
出
期

間
】８
月
１３
日
㈫
〜
９
月
１１
日
㈬（
㈯
㈰
を

除
く
）
【
提
出
方
法
】通
知
書
に
記
載
さ

れ
た
必
要
書
類
と
印
鑑
を
用
意
し
て
直

接
、
障
害
福
祉
課
へ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
を

子
ど
も
支
援
課

�
７
７
５
―

６
８
１
９

�
７
７
４
―

５
３
４
２

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
け
は
、
１１
月
分
以
降
も
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
を
審
査
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
受
給
資
格
者
に
は
、
事
前
に

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
�
下
表
の
と
お

り（
受
け
付
け
／
８
時
３０
分
〜
１７
時
、
㈯

の
１２
〜
１３
時
と
㈰
㈷
を
除
く
）
※
窓
口

の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
証
書
番
号
で
受
付

期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
に
来

庁
で
き
な
い
場
合
は
、
証
書
番
号
に
関
わ

ら
ず
８
月
中
の
都
合
の
つ
く
日
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
�
印
鑑

※
そ
の
他
、
各

自
必
要
な
書
類
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
通

知
書
に
記
載
さ
れ
た
必
要
書
類
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
【
提
出
方
法
】直
接
、
子

ど
も
支
援
課
へ

受付期間

８／１㈭～８／７㈬

８／８㈭～８／１５㈭

８／１６㈮～８／２２㈭

８／２３㈮～８／３１㈯

証書番号

１～２５００、
９８４１００～２０２２００００

２５０１～３６００

３６０１～４３００

４３０１～４８００

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に

給
付
金
を
支
給

子
ど
も
支
援
課

�
７
７
５
―

６
８
１
９

�
７
７
４
―

５
３
４
２

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
う
ち
、
未
婚

の
ひ
と
り
親
の
人
に
、
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
通
知
書

に
案
内
を
同
封
し
ま
す
。
�
次
の
①
〜

③
の
全
て
を
満
た
す
人
①
令
和
元
年
１１
月

分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
る
父

ま
た
は
母
②
令
和
元
年
１０
月
３１
日
㈭
現

在
、
婚
姻（
法
律
婚
）を
し
た
こ
と
が
な
い

③
令
和
元
年
１０
月
３１
日
現
在
、
事
実
婚
を

し
て
い
な
い
【
支
給
額
】１
万
７
、５
０

０
円
【
支
給
日
】令
和
２
年
１
月
１１
日
㈯

�
本
人
の
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
、
本
人

確
認
が
で
き
る
物
、
印
鑑

�
８
月
１
日

㈭
〜
１１
月
２９
日
㈮
に
直
接
、
子
ど
も
支
援

課
へ幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

た
め
の
認
定
申
請

保
育
課

�
７
７
５
―

５
１
２
１

�
７
７
４
―

５
３
４
２

３
〜
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
の
利
用
料（
保
育
料
）が
、
１０
月
１
日
㈫

か
ら
無
償
化
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
居
住
し

て
い
る
子
ど
も
で
、
現
在
、
教
育
認
定
や

保
育
認
定
を
受
け
ず
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
無
償
化
の
対

象
に
な
る
に
は
９
月
３０
日
㈪
ま
で
に
認
定

申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
が
必
要
な
人

�
次
の
①
②
い
ず

れ
か
の
人
①
３
〜
５
歳
の
子
ど
も
が
幼
稚

園
、
認
可
外
保
育
施
設（
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
届
け
出
が
さ
れ
た
施
設
で
、
一
般

的
な
認
可
外
保
育
施
設
、
家
庭
保
育
室
、

ナ
ー
サ
リ
ー
ル
ー
ム
、
認
可
外
の
事
業
所

内
保
育
施
設
な
ど
）、
一
時
預
か
り
事
業
、

病
児
保
育
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

4



ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
利
用
し
て
い
て
、

利
用
施
設
を
と
お
し
て
認
定
申
請
を
し
て

い
な
い
②
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
０
〜
２

歳
の
子
ど
も
が
認
可
外
保
育
施
設
、
一
時

預
か
り
事
業
、
病
児
保
育
事
業
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
利

用
し
て
い
る

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
か

が
不
明
な
場
合
は
、
平
成
３１
年
１
月
１
日

現
在
に
在
住
の
市
区
町
村
の
個
人
住
民
税

担
当
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
�
申

請
書（
保
育
課
に
あ
る
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
直
接
、
保
育
課
へ

●
申
請
が
必
要
な
い
人

�
次
の
⑴
⑵
の

い
ず
れ
か
の
人
⑴
保
育
所
、地
域
型
保
育
、

認
定
こ
ど
も
園
、
企
業
主
導
型
保
育
施
設

を
利
用
し
て
い
る
⑵
幼
稚
園
、
認
可
外
保

育
施
設
な
ど
を
利
用
し
て
い
て
、
す
で
に

利
用
し
て
い
る
園
に
認
定
申
請
を
提
出
し

て
い
る

※
無
償
化
に
か
か
る
条
件
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、保
育
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

坂
上
遺
跡
方
形
周
溝
墓
出
土
品
を

市
の
文
化
財
に
追
加
指
定

生
涯
学
習
課

�
７
７
５
―

９
４
９
６

�
７
７
６
―

２
２
５
０

７
月
１０
日
付
け
で
、
１
件
２
点
の
考
古

資
料
を
市
の
有
形
文
化
財
に
追
加
指
定
し

さ
か
の
う
え

ま
し
た
。
坂
上
遺
跡（
瓦
葺
）は
、
綾
瀬

川
低
地
を
臨
む
台
地
の
縁
辺
部
に
立
地

し
、
こ
れ
ま
で
８
回
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
指
定
し
た
ほ
ぼ
完

つ
ぼ
が
た

全
な
形
の
壺
型
土
器
は
、
古
墳
時
代
前
期

に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
方
形
周
溝
墓

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
綾
瀬
川
流
域
に

お
け
る
自
然
環
境
と
、
文
化
形
成
の
実
態

と
変
遷
の
過
程
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の

で
す
。

●
出
土
品
の
展
示

今
回
指
定
し
た
出
土

品
は
、
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
�
９
月
１
日
㈰

ま
で

�
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館

（
行
田
市
埼
玉
４
８
３
４
）
�
最
新
出
土

品
展「
地
中
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
�
一

般
／
２００
円
、
高
校
生
・
学
生
／
１００
円
、
中

学
生
以
下
・
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
／
無
料

�
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博

物
館
�
０４８
―

５５９
―

１
１
１
１

上
尾
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の

変
更
に
係
る
原
案
の
縦
覧
と

意
見
書
の
受
け
付
け

み
ど
り
公
園
課

�
７
７
５
―

８
１
２
９

�
７
７
５
―

９
９
０
６

平
成
４
年
１２
月
に
都
市
計
画
決
定
し
た

「
上
尾
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
」に
つ
い

て
、
行
為
制
限
の
解
除
や
新
た
な
道
路
整

備
な
ど
の
発
生
に
よ
り
、
生
産
緑
地
地
区

の
一
部
変
更
を
行
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民

コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
【
案
の
縦
覧
・
意
見
募
集
期
間
】

８
月
１
日
㈭
〜
１４
日
㈬
８
時
３０
分
〜
１７
時

１５
分（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）
【
案
・
意
見
書

の
設
置
場
所
】み
ど
り
公
園
課

�
上
尾

市
民
ま
た
は
利
害
関
係
人
【
意
見
な
ど

の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
策
定
の

参
考
に
す
る

※
住
所
・
氏
名
な
ど
個
人

が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
意
見
の
内

容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出
方
法
】

意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
８
月

１４
日
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）に
直
接
ま
た

は
郵
送
で
み
ど
り
公
園
課（
〒
３６２
―

８
５
０

１
本
町
３
―

１
―

１
）へ

※
電
話
で
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
の
た
め
の

お
仕
事
相
談

子
ど
も
支
援
課

�
７
７
５
―

６
８
１
９

�
７
７
４
―

５
３
４
２

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、

就
職
、
転
職
な
ど
仕
事
に
関
す
る
こ
と
を

個
別
に
相
談
で
き
ま
す
。
�
８
月
２１
日

㈬
・
２６
日
㈪
、
９
月
９
日
㈪
・
１８
日
㈬
１０

〜
１５
時（
１２
〜
１３
時
を
除
く
）
※
１
回
の

相
談
は
５０
分
で
す
。
�
子
ど
も
支
援
課

（
相
談
室
）
�
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母

※
子
ど
も
の
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。
�
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
支

援
課
へ

■事案の概要
本来、地権者が施工すべき民地のフェンスブロック擁壁
撤去・新設工事を、全額市の予算で実施
■問題点
①市で施工する必要のない工事であったこと
②工事発注にあたり、本来一体の契約として入札し施工業
者を決定すべきところ、約６９３万円の工事を７分割し、全
て随意契約で特定の１業者に工事を発注したこと
■今後の調査
本件により、当市に対する信用・信頼を著しく失墜させ
たことについて、市民の皆さまに、深くお詫び申し上げま
す。現在、外部の専門家である弁護
士を交えて調査を実施しており、市
議会９月定例会を目途に調査結果を
公表できるよう全力で取り組んでま
いります。

市長 畠山 稔
工事概要に関する問い合わせ／都市整備部次長 �７７５―５１１１（内線６０７）

市議会 6月定例会において、一般質問の
あった「小敷谷地内フェンスブロック
擁壁撤去・新設工事」につきまして、
市民の皆さまにお詫びいたします。
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上
尾
市
総
合
防
災
訓
練
の

内
容
を
変
更

危
機
管
理
防
災
課

�
７
７
５
―

５
１
４
０

�
７
７
５
―

９
９
２
７

例
年
８
月
に
小
学
校
の
校
庭
で
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り

高
い
訓
練
効
果
を
得
る
た
め
、
防
災
上
の

課
題
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
訓
練
に
内
容

を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

①
情
報
伝
達
・
避
難
訓
練

�
８
月
１８
日

㈰

�
荒
川
の
水
害
を
想
定
し
、
市
内
の

自
主
防
災
会
に
避
難
情
報
の
伝
達
と
、
平

方
上
宿
地
区
で
の
避
難
訓
練
を
実
施

②
災
害
対
策
本
部
設
置
運
営
訓
練

�
令

お
お
じ
し
ん

和
２
年
２
月（
予
定
）
�
大
地
震
を
想
定

し
、
市
役
所
で
的
確
な
情
報
把
握
や
対
策

指
示
を
行
う
災
害
対
策
本
部
を
運
営
す
る

訓
練
を
実
施

年
金
の
請
求
手
続
き

保
険
年
金
課

�
７
７
５
―

５
１
３
７

�
７
７
５
―

９
８
２
７

全
て
の
年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が

あ
っ
て
も
本
人
が
請
求
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
請
求
先
は
、
加

入
し
て
い
た
年
金
制
度
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
各
年
金
の
請
求
先
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が

個
人
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
�
０
５
７
０
―

０５
―

１
１
６
５
）、
大
宮
年
金
事
務
所（
�
６５２
―

３
３
９
９
）、
ま
た
は
保
険
年
金
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

請求先
保険年金課

年金事務所

年金事務所または各共済組合
※共済組合の種類によって
は、共済組合でだけ請求が可
能な場合があります。

年金事務所または各共済組合

加入していた年金制度
・国民年金（第１号被保険者期間だけ）
・国民年金（第３号被保険者期間がある）
・国民年金と厚生年金の加入期間がある
・厚生年金だけ

・共済組合だけ

・国民年金と共済組合の加入期間がある
・厚生年金と共済組合の加入期間がある
・厚生年金と国民年金と共済組合の加入
期間がある

●
老
齢
基
礎
年
金
【
受
給
要
件
】次
の
①

〜
⑤
の
期
間
の
合
計
が
原
則
と
し
て
１０
年

以
上
の
人
①
国
民
年
金
保
険
料
納
付
済
期

間
②
国
民
年
金
保
険
料
免
除
期
間（
一
部

免
除
の
場
合
は
、
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
額

を
納
付
し
た
期
間
）、
納
付
猶
予
期
間
、
法

定
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期
間
③
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間
④
第
３

号
被
保
険
者
期
間
⑤
合
算
対
象
期
間（
カ

ラ
期
間
）
※
カ
ラ
期
間
と
は
、
昭
和
３６

年
４
月
〜
昭
和
６１
年
３
月
に
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
加
入
者
の
配
偶
者
で
、
本
人
が

ど
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
期
間
な
ど
で
す
。
※
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
た
人
は
希
望
に
よ
り
、
６０
歳
以

上
６５
歳
未
満
に
繰
り
上
げ（
減
額
）請
求
、

ま
た
は
６６
歳
以
降
の
繰
り
下
げ（
増
額
）請

求
が
で
き
ま
す
。
【
年
金
額
】満
額
で
７８

万
１００
円（
平
成
３１
年
度
）
※
免
除
・
納
付

猶
予
・
法
定
免
除
・
学
生
納
付
特
例
期
間

や
未
納
期
間
が
あ
る
と
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
月
】偶
数
月
の
１５
日

●
厚
生
年
金
を
受
給
中
の
場
合

６５
歳
よ

り
前
に
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
６５
歳
の
誕
生
月
に
簡
易
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

日
本
年
金
機
構
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
対
策

通
話
録
音
装
置
の

無
償
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

交
通
防
犯
課

�
７
７
５
―

５
１
３
８

�
７
７
５
―

９
９
２
７

市
内
に
お
け
る
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

被
害
防
止
の
た
め
、
通
話
録
音
装
置
の
無

償
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
�
通
話

録
音
装
置（
貸
し
出
し
）の
１
年
間
の
使
用

と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入

�
市
内
に
在
住

の
６５
歳
以
上
の
単
身
・
夫
婦
世
帯
な
ど

�
５０
世
帯（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
９
月
２
日
㈪
〜
１０
月
２５
日
㈮
に
直
接
、

交
通
防
犯
課
へ

地震や武力攻撃などの災害時に、国から「全国瞬時
警報システム（Ｊアラート）」を通じて送られてくる緊
急情報を、防災行政無線を用いて確実に皆さんにお伝
えするため、情報伝達訓練を行います。これは、全国
一斉に行われる訓練です。 �８月２８日㈬１１時ごろ �
右表のとおり

防災行政無線による試験放送

市内１２８カ所に設置してある防災行政無線から
一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
①「これは、Jアラートのテストです。」を３回
②「こちらは、防災上尾です。」

危機管理防災課 �７７５―５１４０・�７７５―９９２７防災行政無線を用いた
緊急情報の伝達訓練
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東京2
020オリンピック聖火リレー
埼玉県聖

火ランナーを募集

昨年４月から、あげお版ネウボラ「子育て世代包
括支援センター」を開設しました。子育て世代包
括支援センターでは、母子保健コーディネーター
が、母子健康手帳の交付時から子育て期に渡るま
で、寄り添いながら相談や支援を行っています。
今年の６月からは新たに、母子保健コーディネー
ターが市内１３カ所の地域子育て支援拠点で出張窓
口を開始し、子育てに関するさまざまな相談に応
じています。
出張窓口では、出産後の母子と、母子健康手帳
を交付したコーディネーターとが再会することも
あり、会話も弾み、気軽に相談できるという声が
届いています。
私も先日、地域子育て支援拠点の出張窓口に参

加させていただきました。絵本やおもちゃがたく
さんあり、保護者やお子さん同士の交流もでき、
リラックスした状態でご利用いただけるのでとて
も良いなと思いました。また、身近な場所で、気
軽に相談でき、子育て期の孤立防止や育児不安の
解消にもつながるなどの多くのメリットを感じま
した。
「ミルクの量や頻度はどのくらいか？」「離乳食
の回数は？」といった相談にも、コーディネーター
が的確にアドバイスをいたします。地域で安心し
て、妊娠・出産・子育てができるよう、市ではこ
れからも切れ目のない支援を行っていきたいと思
います。

７月１１日、市とセブン―イレブン・ジャパン
は「自動体外式除細動器（AED）設置」に係る
調印式を行いました。これにより、市内にあ
る全てのセブン―イレブン（３１店舗）にAEDを
設置しました。各店舗は、周辺で重篤な傷病
者が発生し、その場に居合わせた人がAED
を借りに来た場合に、受け渡しを行います。
いつでも使用可能なAEDを設置したことに
より、さらなる救命率の向上を目指します。

東京２０２０埼玉県聖火リレー実行委
員会は、県内を走るオリンピック聖
火ランナーを募集しています。【募
集期間】８月３１日㈯まで 【主な応募
要件】平成２０年４月１日以前に生まれ
た人（国籍・性別は不問）で、現在ま
たは過去に埼玉県にゆかりのある人
（在住・在勤・在学、活動実績、家
族または親戚の居住など） �６５人
�県ホームページ（�https : //ww
w.pref.saitama.lg.jp/oly-para/ev
ents/otr-torchbearer.html）の応
募フォームに入力

気軽にご利用いただける相談窓口です

セブン―イレブンに
AEDを設置

㈱セブン‐イレブン・ジャパン坪井埼玉ゾーン総務マネ
ジャー（左）と消防長

警防課 �７７５―１３１２・�７７５―２２３０

県聖火ランナー募集コールセンター
�８２５―１１３０（平日９～１８時）

県ホームページ

子育て世代包括支援センター出張窓口を開始
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技
能
功
労
者
表
彰

候
補
者
の
推
薦

商
工
課

�
７
７
７
―

４
４
４
１

�
７
７
５
―

５
０
２
４

技
能
者
の
社
会
的
地
位
と
技
術
水
準
の

向
上
、
勤
労
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
技
能
の
向
上
や
後
進
の
育
成
な
ど
に

貢
献
し
て
い
る
人
を
表
彰
し
ま
す
。
�

主
に
市
内
で
就
業
し
て
い
る
次
の
①
〜
③

の
全
て
に
該
当
す
る
人
①
技
能
者
と
し
て

同
一
職
種
の
職
業
に
３０
年
以
上
従
事
し
、

か
つ
現
在
も
そ
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る

②
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
③
左
記
の「
表
彰
対
象
職
種
」

に
該
当
す
る
【
表
彰
対
象
職
種
】大
工
、

と
び
職
、
左
官
、
板
金
工
、
屋
根
職
、
畳

職
、
タ
イ
ル
・
レ
ン
ガ
工
、
ブ
ロ
ッ
ク
建

築
工
、
石
工
、
配
管
工
、
電
気
工
事
工
、

ガ
ラ
ス
工
、
造
園
職
、
塗
装
工
、
表
具
師
、

建
具
師
、
家
具
製
造
工
、
内
装
・
イ
ン
テ

リ
ア
、
看
板
・
広
告
美
術
、
印
刷
工
、
印

章
彫
刻
士
、
時
計
修
理
工
、
写
真
師
、
貴

金
属
装
身
具
製
造
職
、
自
転
車
組
立
・
修

理
工
、
自
動
車
整
備
・
修
理
工
、
製
菓
・

製
パ
ン
・
製
メ
ン
工
、
豆
腐
製
造
職
、
染

物
・
洗
張
職
、
洋
裁
・
洋
服
仕
立
職
、
和

服
仕
立
職
、
寝
具
製
造
職
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、美
容
師
、理
容
師
、は
り
・
き
ゅ
う
・

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
な
ど

�

技
能
職
団
体
の
代
表
者
な
ど
は
、
推
薦
書

（
商
工
課
に
あ
る
）に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
９
月
６
日
㈮
ま
で
に
直
接
、
商
工
課

へ

※
技
能
職
団
体
に
属
さ
な
い
場
合

は
、
自
薦
も
で
き
ま
す
。

１０
月
１
日
か
ら
全
て
の
飲
食
店
で

消
火
器
の
設
置
が
必
要
に

予
防
課

�
７
７
５
―

１
３
１
４

�
７
７
５
―

２
２
３
０

現
在
、
床
面
積
な
ど
が
一
定
規
模
以
上

の
飲
食
店
は
、
消
火
器
の
設
置
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
２８
年
１２

月
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で
発
生
し
た
大
規

模
火
災
の
重
大
性
を
踏
ま
え
て
、
消
防
法

令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

１０
月
１
日
㈫
か
ら
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
火

を
使
用
す
る
設
備
や
器
具（
調
理
油
過
熱

防
止
装
置
や
自
動
消
火
装
置
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
）を
有
す
る
全

て
の
飲
食
店
で
、
消
火
器
の
設
置
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
設
置
し
た
消
火
器

は
、
６
カ
月
ご
と
の
定
期
点
検
と
年
１
回

の
消
防
本
部
へ
の
点
検
結
果
の
報
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
消
火
器
を
設
置
し
て
い
な
い
飲
食

店
は
、
速
や
か
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

消
火
器
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も

購
入
で
き
ま
す
。「
業
務
用
消
火
器
」と
記

載
さ
れ
た
物
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平成３０年７月の西日本豪雨を受け、気象庁や市区町村が出す気象情
報や避難情報が５段階の警戒レベル（下表参照）に整理されました。今
後、警戒レベル３以上の避難情報は、下記のように発令します。

【市から発令する避難情報例】 ○○地区に洪水に関する警戒レベル
４、避難勧告を発令しました。○○川が氾濫するおそれのある水位
に到達しました。○○地区の人は、速やかに全員避難してください。

７月１日から、外国人など日本語に
よるコミュニケーションが困難な人
からの１１９番通報に対応できるよう、
電話同時通訳サービスの運用を開始
しました。【対応時間】毎日２４時間
【対応言語】１７言語（英語、中国語〈北
京語〉、韓国語、タイ語、ベトナム
語、インドネシア語、マレー語、タ
ガログ語、ネパール語、ミャンマー
語、クメール語、
ポルトガル語、ス
ペイン語、ドイツ
語、フランス語、
イタリア語、ロシ
ア語）

住民が取るべき行動

災害への心構えを高
める
避難に備え、行動を
確認
高齢者・障害者など
は避難

全員避難

災害発生、命を守る
ための最善の行動を

相当する情報

・早期注意情報

・洪水注意報
・大雨注意報
・避難準備
・高齢者等避難開始
・避難勧告
・避難指示（緊急）

・災害発生情報

主な
発表機関

気象庁

上尾市

警戒
レベル

１

２

３

４

５

低
↑
危
険
度
↓
高

危機管理防災課 �７７５―５１４０・�７７５―９９２７

避難に関する情報が変更に１１９番通報などの
電話同時通訳
サービスの
運用開始
指令課 �７７５―１３１１・�７７０―１９００
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　7月9日に文化センターで、市長・副市長・教育長も含め課長職以上の職員を対象に研修を実
施しました。これは、西貝塚環境センターの入札に係る第三者調査委員会からの再発防止策の
提言を受けて、職員の職務に係る倫理の保持に資するために行ったものです。講師に、高嶋直人さん(人事院公務員研
修所客員教授、写真右)を迎え、講演していただきました。
　講演では、自治体や公務員におけるコンプライアンスについて、具体的な事例も交えつつ、不祥事防止のために求
められる組織的対応や職員のコンプライアンス意識の在り方を改めて学びました。講師からは｢不祥事が発生した場合
は、(当事者に)そうさせたものが一体何なのかを考えることが重要｣｢市民ファーストはもちろんだが、目の前の市民

だけではない。公務員は全体の奉仕者であることを自覚して行動すべき｣など、
職員全員が当事者意識を持ち、職場内においても互いに関心を持って小さな兆し
も見逃さないことが不祥事を未然に防ぐことにつながること、また組織全体で防
止に取り組むことが重要であることをご教示いただきました。
　市では、今後、職員一丸となって信頼回復に努めるとともに、市民の皆さんに
不信や疑惑を招くことがないよう公正な職務遂行に全力を尽くしてまいります。

コンプライアンス研修会を実施
職員課　 775-5112・ 775-9819
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８月２５日㈰
7：00～ 20：00

投
・
開
票
日

令和元年５月８日以降に上尾市へ転入した人
令和元年５月８日以降に、埼玉県内の他市区町村から上尾市へ転入の届け出をした人で、前住所地の選挙人名簿に登

録されている人は、次の①～③のいずれかの方法で投票できます。
①投票日の当日（８月２５日㈰）に、前住所地の投票所で投票する。
②８月９日㈮～２４日㈯に、前住所地の選挙管理委員会で期日前投票する。
③８月２４日㈯までに市選挙管理委員会で不在者投票する（前住所地の選挙管理委員会に書類の請求が必要）。 ※前住所
地の選挙管理委員会に「投票日の当日、選挙人名簿登録地の投票所へ行って投票できない」旨と「現住所地で投票した
い」旨を宣誓した書類を提出し、投票用紙を請求してください。請求に基づき不在者投票関係の書類が送付されるの
で、封を切らずに市選挙管理委員会または期日前（不在者）投票会場へ持参してください。
※①～③のいずれかの方法で投票する場合、前住所地から上尾市に住所を移し、引き続き県内に住所を有する旨の証
明書（無料）、または住民票の写しが必要です。
※埼玉県知事選挙では、投票日までに県外に転出した人は、投票することができません。

■
投
票
所
入
場
券
の
郵
送

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
８

月
上
旬
に
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
圧
着
は
が
き
で
、
開
封
す
る

と
同
一
世
帯
で
最
大
４
人
分
の
投
票
所
入
場
券
が

入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
各
自
で
切
り
離
し
、

氏
名
を
確
か
め
て
か
ら
、
投
票
所
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
は
、
入
場
券

裏
面
の
宣
誓
書
に
記
入
し
て
、
期
日
前
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
日
当
日
に
投
票
す
る

場
合
は
、
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
場
券

が
見
当
た
ら
な
い
場
合
で
も
、
本
人
確
認
の
上
、

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報
は
全
世
帯
に
戸
別
配
布

候
補
者
の
氏
名
、
写
真
、
政
策
な
ど
を
掲
載
し

た
選
挙
公
報
を
全
世
帯
に
戸
別
配
布
し
ま
す
。
投

票
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
選
挙
公
報

は
、
市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所
な
ど
に
も
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
※

選
挙
管
理
委
員
会
で
作
成
し
た「
選
挙
の
お
知
ら

せ
」は
７
月
下
旬
に
全
世
帯
に
戸
別
配
布
す
る
予

定
で
す
。

■
開
票
は
即
日
、市
民
体
育
館
で

埼
玉
県
知
事
選
挙
は
、
即
日
開
票
し
ま
す
。
�

８
月
２５
日
㈰
２１
時
〜

※
投
票
・
開
票
速
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
表
し
ま
す
。

選挙管理委員会事務局
�７７５―９６８９・�７７５―９８１９

【投票できる人】満１８歳以上（平成
１３年８月２６日生まれまで）で、令和
元年５月７日までに上尾市へ転入の
届け出をし、引き続き市内に住民
基本台帳の登録がある人

任期満了に伴う埼玉県知事選挙は８月８日
㈭に告示され、８月２５日㈰に投票が行われ
ます。この選挙は今後４年間、埼玉県政を
託す人を選ぶ大事な選挙です。有権者の皆
さん一人一人が、大切な一票を無駄にする
ことのないように投票しましょう。
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大型スーパー

ズ
ン
オ
イ
ラ行

銀

行
銀

番
交

宮
大

↓

線
崎
高
Ｒ
Ｊ

↑

川
桶

駅
尾
上

入り口
行
銀

↑
口
西

宏栄橋
上尾市プラザ22

ラ
プ

ザ

室
議
会
階
2

ま
た
い
さ

ま
た
い
さ

↓

↑

川
桶

J
A

店
支
尾
上
　
　

所
役
市

市役所駐車場

上尾市役所

道
国

号

舎
庁
本
所
役
市

階
1
棟
東

尾山台出張所 ↑

田
蓮

J
R

線
宮
都
宇

宮
大
東

↓
宮
大
東

↓

尾山台団地

尾山台団地

郵便局

幼稚園

台
山
尾

所
張
出

アリオ上尾

上
尾
駅

J
R
高
崎
線

西
口

駐
車
場

大
宮
↓

さ
い
た
ま
↓

↑
桶
川

↑
桶
川

上
尾
道
路

市民体育館

ガソリン
スタンド

電気量販店

西上尾
第一団地

ア
リ
オ

上
尾

赤ちゃん
休憩室

英会話
教室

パソコン
教室

なかよしひろば おもちゃ・文具

子ども衣料 イベントスペース

エスカレーター

エレベーター
デッキ西口

緑の広場

フードコート

フ
ー
ド
コ
ー
ト

歯科眼科

マタニティ、ベビー、
キッズ用品

子
ど
も
衣
料 婦人・紳士肌着

アリオ上尾2階

2
階
会
議
室

期日前（不在者）投票 ～投票日の当日に投票できない人のために～
上尾市の選挙人名簿に登録されている人で、次のような人

は投票日の前日までに期日前（不在者）投票ができます。

●仕事や冠婚葬祭などの予定がある
●旅行や買い物などで投票日の当日に投票区内にいない
●病気、けが、妊娠などの理由で投票所へ行くことが困難
●引っ越しなどで県内の他市町村に住んでいる
●天災または悪天候により投票所に行くことが困難

出張先など滞在地で
仕事先や旅行先など、滞在先の市区町村選挙管理委

員会で不在者投票をすることもできます。事前の手続
きが必要ですので、市選挙管理委員会事務局へ早めに
問い合わせてください。

病院などで
不在者投票施設として都道府県選挙管理委員会から

指定されている病院や老人ホームなどに入院・入所し
ている人は、施設内で投票することができます。入院・
入所している施設へ申し出てください。

代理・点字・郵便投票 ～身体が不自由な人のために～
●代理投票 身体の不自由な人や、自分で字を書くことのできない人は、投票所の係員が代筆する「代理投票」を利
用できます。係員は投票内容を絶対に他人に話すことはありませんので、安心して申し出てください。
●点字投票 目の不自由な人に点字器と点字用投票用紙を用意してあります。投票所の係員に申し出てください。
●郵便投票 身体障害者手帳か戦傷病者手帳を持っている人または介護保険の被保険者証に要介護状態区分５と記
載されている人で、歩行が困難であるなど身体に重度の障害があり、投票所へ行くことができない人は、郵便投票
ができます。事前に市選挙管理委員会へ申請し、郵便等投票証明書の交付を受けてください。 ※身体障害者手帳・
戦傷病者手帳の記載内容によっては、郵便等投票証明書の交付が受けられないことがあります。詳しくは、市選挙
管理委員会事務局へ問い合わせてください。

会場 期間 投票時間
市役所本庁舎 東棟１階

８／９㈮～２４㈯
８：３０～２０：００

上尾市プラザ２２２階会議室 ９：３０～２０：００

アリオ上尾 ２階会議室
８／１８㈰～２４㈯

１０：００～２０：００

尾山台出張所 ９：３０～１７：００

【期日前（不在者）投票所の場所と時間】
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